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02  〈特集〉

知ろう使おう広げよう 地域の"足"
06  市からのお知らせ
10  まちのできごとほっとトピックス
12  つるおか情報掲示板
20  きらりと輝く人／声‐voice‐
21  各種相談窓口
22  海の応援団

【ふじしま夏まつり 鶴岡伝統芸能祭】
藤島地域の「獅子踊り」をはじめ各地
域の伝統芸能が「未来への息吹」と「伝
統の鼓動」をテーマに競演しました。

（写真：東栄小学校獅子踊り）
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知
ろ
う
使
お
う
広
げ
よ
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地
域
の〝
足
〟

　

地
域
か
ら
バ
ス
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
東
北
一
の
面
積
の
本
市
で
は
、
自
家

用
車
等
を
持
た
な
い
住
民
の
移
動
を
、
路
線
バ
ス

を
中
心
と
す
る
公
共
交
通
が
支
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
特
集
で
は
三
月
に
策
定
し
た
「
鶴
岡
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
と
公
共
交
通
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
九
月
二

十
日
は
「
バ
ス
の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
公
共

交
通
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課
☎
25
‐
２
１
１
１

内
線
５
２
２

本
市
の
公
共
交
通
の
今

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
物
等

で
利
用
す
る
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
。
高
齢
者

や
学
生
を
は
じ
め
自
家
用
車
な
ど

の
移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
た
ち

が
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
三
十
四
路
線
で
運
行
さ

れ
て
い
る
民
間
の
路
線
バ
ス
を
中

心
に
、
鉄
道
、
市
営
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
デ
マ
ン
ド
交
通
（
利
用
者

が
あ
る
場
合
の
み
運
行
す
る
仕
組

み
）、
福
祉
有
償
運
送
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
が
公
共
交
通
網
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

―
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
に
向
け
て
―

特集

路線バスの利用者数等の推移
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1,204

輸送人員
（千人）

7617958158549131,015

2,400

1,804
2,0042,1522,1742,1972,245

実車走行距離
（千㎞）

輸送人員 実車走行距離

26年度

705

1,768

27年度

692

1,706

路線バス運行補助金及び財源内訳の推移
市一般財源県補助金
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平成19年度
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151,870

171,862
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155,001

24年度
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113,943

140,408

22年度

29,966

119,460

149,426
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20,682

125,813

146,495

20年度 26年度

17,273

139,907

157,180

27年度

15,809

134,067

149,876

交通手段 全国 東北 山形県 鶴岡市
徒歩だけ 6.3 6.5 5.5 6.2

鉄道・電車 22.7 6.9 3.6 1.2
乗合バス 6.8 4.4 1.3 1.1
勤め先・

学校のバス 1.0 1.2 0.7 1.4

自家用車 43.5 67.2 76.5 78.7
ハイヤー・
タクシー 0.2 0.2 0.1 0.1

オートバイ 3.5 1.3 0.8 0.6
自転車 14.6 11.1 10.6 10.1
その他 1.3 1.3 0.9 0.6

（％）
15歳以上の自宅外就業者・通学者の移動手段

（平成22年国勢調査）
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一
方
、
自
家
用
車
の
普
及
、
人

口
減
少
や
過
疎
化
、
少
子
化
の
進

展
な
ど
に
伴
い
公
共
交
通
を
利
用

す
る
人
は
全
国
的
に
減
少
し
、
本

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
路
線
バ
ス
の
状
況
を
み
る
と
、

昨
年
度
の
利
用
者
は
平
成
十
九
年

度
と
比
較
し
約
五
七
％
に
落
ち
込

み
ま
し
た
。
路
線
バ
ス
利
用
者
の

減
少
は
バ
ス
事
業
者
の
経
営
に
影

響
を
与
え
、
減
便
や
路
線
廃
止
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

運
転
手
が
高
齢
化
し
将
来
的
に
担

い
手
が
不
足
す
る
な
ど
の
問
題
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
バ
ス
事
業
者

は
内
部
経
費
の
削
減
や
運
行
本
数

の
見
直
し
な
ど
、
徹
底
し
た
合
理

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
県
と
市
で
は
、
生
活
を

支
え
る
公
共
交
通
を
維
持
確
保
す

る
た
め
、
三
十
二
の
赤
字
路
線
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
そ
の
額

は
年
間
一
億
五
千
万
円
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用

者
数
が
減
り
続
け
れ
ば
、
財
政
負

担
が
増
え
る
と
と
も
に
、
運
行
数

が
減
っ
た
り
路
線
が
廃
止
さ
れ
た

り
し
て
、
さ
ら
に
不
便
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
を

将
来
へ
向
け
て
持
続
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鶴岡市地域公共交通網形成計画（計画期間：平成28年度～32年度）

「人」「文化」がいきいきと交流し、
市民とともに支える「持続可能な公共交通」の実現
～将来の「鶴岡市」のあり方を見据え、コンパクト＋ネットワークを形成～

基本方針‐目指す将来像

基本目標・達成度の指標と各プロジェクト

基本目標 目標達成度の指標

市民のお出かけを支える、「持
続可能な」公共交通体系を確
保します

 ①市内バス路線の平均乗車
 　密度の増加
 ②路線バスの財政負担割合
　 の減少

将来のまちの姿を見据え、「ま
ちづくり」を支援する公共交
通を目指します

 ①中心市街地でのバス乗降
 　者数の増加
 ②公共交通利用による外出
 　率の向上

人・文化の「交流」を支援す
る交通ネットワークを形成し
ます

 ①交通機関同士の接続性に
 　対する不満度の減少

市民とともに考え、築き、育
む「協働型」の公共交通を目
指します

 ①地域における協議会・検
 　討会の設置数
 ②公共交通による通勤・通
 　学者の割合

誰もが「わかりやすく・利用
しやすい」公共交通環境づく
りを行います

 ①公共交通利用促進策の取
 　り組み件数の増加
 ②公共交通利用による外出
 　率の向上（再掲）

目標達成のためのプロジェクトと施策

　 交流活性化プロジェクト

　 ①既存路線の見直しによる再編
 　②新たな公共交通システムの導入
 　③既存交通資源を活用した再編
 　④交通結節機能の充実
 　⑤運賃等の料金制度の見直し

　 市民協働プロジェクト

     ①地域主体の交通サービスの導入
　 ②多様な機関と連動したサービス展開
　 ③公共交通について議論する場の創出

　 環境改善・利用促進プロジェクト

　 ①交通環境の改善
　 ②交通案内の改善・充実
　 ③公共交通に対する市民意識の醸成
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地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

　

市
で
は
地
域
特
性
や
公
共
交
通

を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
市

民
と
と
も
に
支
え
る
持
続
可
能
な

公
共
交
通
網
の
再
構
築
を
目
指
し

て
、
三
月
に
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
中
心
市
街
地
と

地
域
拠
点
、
そ
し
て
周
辺
の
各
集

落
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
の
再
編
と
交

通
結
節
点
の
整
備
に
重
点
を
置
き

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

や
観
光
交
流
の
視
点
を
踏
ま
え
た

も
の
で
、
本
市
の
公
共
交
通
の
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
で
は
、
公
共
交
通
を
適

切
に
再
編
す
る
た
め
五
つ
の
目
標

を
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
「
交
流
活
性

化
」「
市
民
協
働
」「
環
境
改
善
・

利
用
促
進
」
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
、

交
通
事
業
者
、
関
係
機
関
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
既
存
路
線
を

見
直
し
、
市
民
や
来
訪
者
が
生
き

生
き
と
交
流
で
き
る
交
通
環
境
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
企

業
等
と
の
協
働
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
や
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
二
酸

化
炭
素
削
減
に
つ
な
が
る
公
共
交

市民協働プロジェクト　事例

市民協働型の市営バス

にこにこバス
■羽黒地域市営バス「にこにこバス」

　昭和58年と平成19年に廃止され
た民間路線バスの代替路線として

「上川代・小増川線」「今野線」の２
路線が隔日で運行されています。
　24年にバス路線沿線の住民が羽
黒地域市営バス利用拡大協議会を設
立。25年に愛称を募集し「にこに
こバス」に決まりました。

■これまでの取り組み

 「にこにこバスの日」の制定や体験
乗車の実施、温泉施設と連携したポ
イントカードの発行など利用者の視
点でサービス充実や運行経路・時間
などの見直しを行い、利用者数が増
加しています。
◎利用者数　平成24年…1,185人
　　　　　　平成27年…1,696人

環境改善・利用促進プロジェクト　事例

バスを知ってもらおう・試してもらおう運動

バス乗り方教室・お試し体験バス
■バスを身近に感じる機会として

　意外と知られていない路線バスの乗り方や車内マナーなどを
体験するとともに、渋滞解消や地球温暖化防止にも役立つ公共
交通の大切さを学ぶことを目的
に、幼児・児童や学生、地域住
民等を対象に実施しています。
　昨年度は５つの保育園や学校
で行い、延べ1,011人が参加し
ました。

■バスの利用拡大のための割引サービス

　過疎地域に住む高齢者を対
象に、地域・路線限定型のバス
定期券「高齢者いきいきパス」
が発行されています。また、家
族で使える「エコ定期券」や運
転免許証返納者対象の「返納者
割引定期券」等の割引サービス
が展開されています。

高齢者等のバス運賃負担を軽減

高齢者いきいきパス・割引定期

検討会の様子の写真

交流活性化プロジェクト　事例

■朝日地域の生活交通再編が急務

　朝日地域を通る路線バス５路線の
うち、利用者の減少と収支悪化が深
刻な大網・大鳥地区方面の４路線が
来年４月に廃止される予定です。そ
のため、高校生の通学や高齢者の通
院、買物の利便性を維持するため、
市営バスなど代替手段を検討してい
ます。また、大網地区をモデル地区
とし「小さな拠点」づくりを進めて
います。

■「小さな拠点」づくりとは

　過疎化が進む複数の小さな集落の
住民が主体となって、生活に必要な
サービス機能の集約、活動・交流拠
点の強化、周辺との交通ネットワー
ク化など、新しい地域運営の仕組み
を作る活動です。
　大網地区では５集落から委員が集
まり、共通の課題である地区内の交
通手段の導入と買物ができる場所作
りに取り組んでいます。

新しい集落地域の再生へ

「小さな拠点」づくり

持続可能な地域の"足"への取り組みProject
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通
の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
訴
え
、
公

共
交
通
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を

目
指
し
ま
す
。

公
共
交
通
を
も
っ
と

利
用
し
よ
う

　

便
利
さ
を
考
え
る
と
、
公
共
交

通
は
自
家
用
車
に
か
な
わ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
齢

者
や
学
生
を
は
じ
め
、
本
市
を
訪

れ
る
観
光
客
、
過
疎
地
に
住
む
住

民
な
ど
、
誰
に
と
っ
て
も
便
利
な

公
共
交
通
を
確
保
す
る
重
要
性
は
、

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
車
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
時
々
に
応
じ
て
、

バ
ス
や
自
転
車
、
徒
歩
な
ど
様
々

な
移
動
手
段
を
「
か
し
こ
く
」
使

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
計
画
で
は
全
国

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
」
の
制
定
の
検
討
や
、

学
生
や
幼
児
・
児
童
を
対
象
に
路

線
バ
ス
の
乗
り
方
や
車
内
マ
ナ
ー

を
学
ん
で
も
ら
う
教
室
な
ど
を
実

施
し
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促
す

取
り
組
み
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

 

「
あ
っ
て
当
た
り
前
」
で
は
な
く
、

皆
で
「
築
き
・
育
み
、
地
域
と
と

も
に
あ
り
続
け
る
」
公
共
交
通
を

目
指
す
た
め
、
バ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
交
通
の
利
用
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

Interview 地域の"足"と私

　路線バスの乗り方を教え
ています。小学校低学年の
お子さんでも、乗り方や降
り方、整理券の見方などす
ぐに覚えるようですね。観
光バスと違いミラーやセン
サーが多くあることや、運
転手のアナウンスが大切な
ことなど安全面の話も興味
を持って聞いてくれます。
　乗り方を覚えたので「今
度、家族と一緒に路線バス
に乗る」と話してくれると、
とてもうれしいですね。小
さい頃のバスに乗った経験
は、きっと大きくなっても
役に立つと思います。
　バスに親しんでいただく
ことを第一に考えています。
運転手もその日の運行状況
をアナウンスで伝えるなど、
気持ちよくバスに乗っても
らえるよう努めています。
ぜひバスを利用してみてく
ださい。

中村美穂 さん
　庄内交通㈱乗合バス課
課長代理。バスの乗り方
教室での講師をはじめ、
利用者視点のバスマップ
の作成に携わる。

親しみやすい乗り物を目指して助け合いの心がにこにこバスを走らせています

小林源 さん
　平成24年から羽黒地域
市営バス「にこにこバス」
利用拡大協議会の副会長
を、26年から同協議会の
会長を勤める。

　私たちの協議会はバス路
線の区長や老人クラブ代表、
自治振興会会長等50人が
メンバーです。
　協議会設立当初は会議の
ため毎週のように集まりま
した。今でも２か月に一度
は集まって、路線の見直し
やバス停が増やせないか、
また運行日や運行時間の検
討を行っています。
　バスの利用拡大のために
は地域の声が欠かせません。
住民からは路線バスがなく
なってしまうことを心配す
る声が聞こえてきます。地
域の高齢者や体が不自由な
人のためにも、バスを無く
すことはできません。　　
　バスを存続していくため
にも、地域のみんなで他人
を「思いやる心」と「地域の
絆」を大切に、にこにこバ
スの利用拡大に取り組んで
いきます。

利用者の声
スクールバス

利用者の声
高齢者いきいきパス

●通常の定期券よりも安くて助かります。いきいき
　パスは買物や通院のために使いますが、一番多い
　のは温泉施設に行って、温泉や友達との会話を楽
　しむことです。（熊出地区在住の女性の方）
●近くに店がなく、訪問販売者も不定期なので、生
　鮮食品を求めにいきいきパスを利用して助かって
　います。（いきいきパス利用者アンケート）
●いきいきパスがないと通院もままならないので、
　ありがたいです。（同アンケート）
●１人暮らしでバスだけが頼りです。これからもい
　きいきパスを続けてください。（同アンケート）

野尻健太 さん
鶴岡中央高校２年生
越沢地区在住

　通学、休日の部活動、友達と
の遊び、通院などで年間300日
はバスを利用していると思いま
す。バスは一緒に乗っている他
の高校生とも仲良くなれる交流
の場です。また、高校まで夏は
１時間、冬は１時間30分かか
るので、勉強や読書をすること
もあります。自分たちの次の世
代のためにもバスはずっと走っ
ていてもらいたいです。
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内
川

青
龍
寺
川

◎
市役所本所

◎出羽庄内
国際村

◎荘内病院

◎図書館
本館

◎朝暘三小

◎鶴岡一中

◎中央公民館

◎朝暘
四小

県道面野山鶴岡線

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

第36回全国豊かな海づくり大会に伴うお知らせ
行幸啓・交通規制

■問本所総務課☎内線314

　同大会の開催に伴い、9 月10日○土 ～
12日○月 は一時的な車両通行止めや駐
停車禁止等の交通規制が行われます。
　混雑緩和や交通安全のため、現場の
警察官の指示・誘導や、交通案内看板
に従い行動してください。ご理解とご
協力をお願いします。

主な交通規制実施予定
　10日○土
■時午後２時頃～４時頃
■場加茂地区・湯野浜地区
　11日○日
■時午後３時頃～５時頃
■場鼠ヶ関地区
　12日○月
■時午前11時30分頃～午後０時30分頃、
　１時30分頃～２時30分頃
■場市街地周辺
　共通
■問山形県警察本部☎023‐626‐0110
■他山形県警察HP。規制時間は目安であ
　り、事件や事故、災害の発生等によ
　って変更される場合があります

▼

国
道
１
１
２
号

至酒田市

◎
湯野浜小

加茂水族館

日
本
海
東
北
自
動
車
道◎

鶴岡 JCT

◎

鶴岡
五中

◎
鼠ヶ関小

【10日○土】 【11日○日】

【12日○月】

：混雑予測区間

交通規制を実施します

▼
▼

▼

天皇皇后両陛下が鶴岡市をご訪問（行幸啓）されます
　天皇皇后両陛下が、「第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～」にご臨席、併せて地方事情をご視察の
ため、9月10日○土 ～12日○月 の間に鶴岡市をご訪問（行幸啓）されます。両陛下がご訪問される施設や施設ま
でのご順路等に奉送迎場所が設置されますので、両陛下をお出迎え、お見送り（奉送迎）したい方はご参集く
ださい。　

【奉送迎される方へ】【行幸啓の日程】
○沿道では、指定の場所で奉送迎してください。
○奉送迎場所付近に駐車場はありませんので、
　自家用車でのお越しはご遠慮ください（路上
　駐車は、絶対にしないでください）。
○道路への飛び出し等はしないでください。他
　の人の迷惑にならないよう、マナーを守って
　お出迎え、お見送りしましょう。

9月10日○土 午後 庄内空港→山形県水産試験場→加
茂水族館→亀や

9月11日○日 午前 亀や→希望ホール（式典会場）→
酒田市役所

9月12日○月 午前 亀や→松ヶ岡開墾場
　　〃　　午後 鶴岡アートフォーラム→庄内空港

　　〃　　午後 酒田駅→鼠ヶ関駅→鼠ヶ関小→鼠
ヶ関港（放流会場）→鼠ヶ関小→
鼠ヶ関駅→鶴岡駅→亀や

国
道
７
号

至新潟県

鼠ヶ関駅

国
道
１
１
２
号

国
道
345号
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医療サービスの向上に向けた、様々な取り組みを紹介します
荘内病院

新・鶴岡市文化会館の愛称を募集します
■申社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐2139　FAX57‐4886 

応募期間　９月１日○木 ～10月15日○土
応募方法　ハガキ・ファクス・電子メール（1 通
につき 1 点。１人何点でも応募可）に、愛称（ひ
らがな・カタカナ・漢字〈振り仮名〉が使用可）
と説明、氏名、年齢、性別、住所、職業（学校名・
学年）、連絡先等を記入の上、同課または市役所
本所等に設置の応募箱へ
賞　最優秀賞（愛称に採用）…１点に 3 万円相 当の品と開館記念公演のうち１公演のペア招待券　

参加賞…50点に図書カード500円分
採用作品の一部を修正し愛称とする場合がありま
す。また、採用作品の著作権（著作権法第27条及
び第28条に規定する権利を含む）は市に帰属す
るものとし、採用作品の応募者は、著作権人格権
に基づく権利行使を行わないこととします

■
■

■

■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6120

チーム医療を充実させています

　４月に「認知症ケアチーム」を新設しました
 「認知症ケアチーム」では、身体疾患で入院した患
者で認知機能が低下している方の治療や入院生活を
サポートするとともに、ご家族の方の相談にも応え
ています。
　７月に「排尿ケアチーム」を新設しました
 「排尿ケアチーム」では、尿が出にく
い排尿困難や、尿の出る回数が多い頻
尿など排尿障害のある入院患者に対し
運動や生活習慣等の指導を行っていま
す。

人間ドックで「口腔検診」を受診できます
　10月から、人間ドックのオプション検査で口腔

（こうくう）検診が受けられます。パノラマレント
ゲンを撮影し、口腔内の粘膜、腫瘍やあごの骨の病

変等がないか検査し、早期治
療につなげます。受診を希望
する方は、人間ドックの申込
みと併せてお申し込みくだ
さい（入院ドックのみのオプ
ション検診です。歯周病検診
の内容は含みません）。

10月１日○土から紹介状なしで当院を受診し
た場合、定額負担を徴収します
　4 月の診療報酬制度改定を受け、10月１日○土 から
紹介状なしで当院を受診した場合、医療費とは別に
定額負担を徴収します。
■負担額　初診…5,000円（歯科3,000円）　再診
　…2,500円（歯科1,500円）
■他次のいずれかに該当する方は徴収対象外です
▷緊急の処置が必要な方
▷緊急・重篤な疾病で救急搬送された方　
▷緊急・重篤な疾病で救急入院された方
▷公費負担医療の対象者（乳幼児・子育て支援・ひ
　とり親家庭等医療は徴収対象）
▷ＨＩＶ感染者
▷同院のほかの診療科を受診している方
▷同院の医科と歯科の間で院内紹介を受けた方
▷特定健診やがん検診等の結果、精密検査の指示を
　受けた方
▷治験協力者
▷災害で被害を受けた
　方
▷労働災害、公務災害、
　交通事故、自費診療
　で受診する方

愛称募集

▼
▼

■他《 完成イメージ図 》

《 完成イメージ図 》

詳しくは市HPをご覧ください
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任
意
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
満
額
受
給
で

き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
達
す

る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
で
も
、
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳

以
降
も
減
額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
繰
上
げ
請

求
に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前

に
障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
は
、
障
害

基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
西
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○木
～
20
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温

海
庁
舎
）
へ

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
～

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
田
一
丁
目
～

三
丁
目
、
宝
町
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
～
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
～
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
①
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー
…
９
月
20
日

○火　

②
藤
島
庁
舎
バ
ス
車
庫
棟
…
21
日
○水　

③
櫛
引
庁
舎
車
庫
棟
…
23
日
○金　

④
朝
日
庁

舎
車
庫
棟
…
26
日
○月　

⑤
鼠
ヶ
関
公
民
館
…

27
日
○火　

⑥
温
海
庁
舎
…
28
日
○水　

■時
①
～

④
午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分　

⑤
午
後
１

時
～
４
時
　
⑥
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分　

■
検
査
手
数
料　

１
台
２
５
０
円
～

３
、
２
０
０
円　

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５

６
５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
（
羽
黒
庁

舎
は
観
光
商
工
室
〈
い
で
は
文
化
記
念
館
〉）

へ

福
祉
・
年
金

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
へ 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
30
日
○金
ま
で
申
請
書
、

通
院
報
告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
78

万
１
０
０
円
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
に
は
、
▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
厚
生

年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
の
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽
任

意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

等
を
合
計
し
て
25
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で

す
。
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
年
金
額

は
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
60

歳
以
降
で
も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

（
最
長
で
70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う　
　
　
　
　

９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、
捨
て
犬
・
捨

て
猫
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
捨

て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁
殖
を
望
ま

な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て
ら
れ
な
い

場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

▽
し
つ
け
や
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類

に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
～
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

鶴
岡
墓
園
の
使
用
者
を 

募
集
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
る　

▽
自
宅
に
焼
骨
を
保
管
し
納
骨

す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後
１
年
以

内
に
墓
碑
等
を
建
立
し
焼
骨
の
埋
蔵
計
画
が

あ
る　

■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管
理
料

年
額　

▽
４
㎡
…
５
区
画
・
15
万
５
、
０
０

０
円
・
３
、
６
０
０
円　

▽
６
㎡
…
２
区

画
・
23
万
円
・
４
、
８
０
０
円　

■申
９
月
12

日
○月
～
28
日
○水
に
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５

８
へ　

■他
抽
せ
ん
会
（
■日
10
月
５
日
○水
午
後

２
時　

■場
市
役
所
本
所
）

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
も
展
示
し
ま
す

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

■日
９
月
10
日
○土
～
25
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■内
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
、
下
水

道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー

ル
応
募
作
品
の
展
示
、

標
語
作
品
へ
の
投
票

■場
・
■問
上
下
水
道
部
下

水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０　

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

公園等の整備費に充てるため市有地（緑地）を売却します
市有地売り払い

■申本所都市計画課☎内線462

　９月28日○水 まで複数の申込みがあった場合は抽せんとします。
　期日まで複数の申込みがない場合及び29日○木 以降の場合は、先着順で
売却します。詳細は市HPでご確認ください。

№ 所在
価格

（万円）

面積

（㎡）
№ 所在

価格

（万円）

面積

（㎡）
３ 城南町12‐82 353.8 158.05 14 稲生二丁目33‐10 218.6 145.00
４ 城南町14‐79 119.6 72.64 15 稲生二丁目47‐41 363.9 209.45
５ 余慶町７‐６ 183.1 119.76 16 大宝寺字中野116‐27 313.2 291.57
６ 余慶町14‐34 396.8 178.00 17 大塚町19‐29 354.2 159.66
７ 茅原字西茅原105‐21 195.6 105.69 18 大塚町34‐26 784.4 375.00
８ 茅原字西茅原106‐12 189.6 107.84 19 大塚町35‐１ 324.5 152.05
９ 茅原字西茅原111‐17 336.3 168.17 20 大塚町36‐14 204.0 120.44
10 茅原字草見鶴17‐17 239.3 128.00 21 大塚町37‐25 294.7 167.40
11 稲生一丁目19‐122 156.8 90.63 22 大塚町39‐８ 444.7 204.07
12 稲生二丁目23‐17 288.0 172.96 23 外内島字石名田86‐21 247.9 129.80
13 稲生二丁目31‐４ 179.0 125.33

物件№１
◎所在／小淀川字色田69‐４
◎価格／449.8万円
◎面積／271.13㎡（約82.0坪）
◎地目／宅地
◎都市計画／市街化調整区域
◎建ぺい率 ･ 容積率／70％・200％
◎接道／南西６ｍ市道
◎学区／朝暘六小
◎備考／敷地南隅に電柱あり

物件№２
◎所在／斎藤川原字林俣234‐24
◎価格／489.4万円
◎面積／415.98㎡（約125.8坪）
◎地目／宅地
◎都市計画／市街化調整区域
◎建ぺい率 ･ 容積率／70％・200％
◎接道／南西６ｍ市道
◎学区／斎小
◎備考／敷地南隅に電柱あり

上記以外の物件

国道 7 号 山
形
自
動
車
道

至鶴岡
　ＩＣ

アベ電工㈱

県道面野山鶴岡線

至酒田市〈案内図〉

〈案内図〉

至櫛引

国
道
１
１
２
号　

鶴岡ゴルフガーデン

至斎小
ＪＡ鶴岡

斎倉庫

※地目は全て「宅地」です。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 高校生バイオサミット in 鶴岡

＜先端研究産業支援センター＞

全国68校、約180人の高校生がバイオサイエ
ンスの研究成果を発表。バイオ関連分野の研究
者と白熱した質疑応答を交わしました。優秀な

７．31
～

８ . 2

研究発表には賞が贈られ、同サミット実行委員
長の冨田勝氏が、更なる研究の発展とたゆまぬ
努力を期待し高校生らを激励しました。

鶴岡 郷土ゆかりの企画・特別展覧会「ゴジラと特撮美術の世界展」

＜鶴岡アートフォーラム＞

映画『シン・ゴジラ』公開を記念した催し。大
網地区出身で初代ゴジラ監督の本多猪四郎氏に
関する映像資料の展示や、ゴジラに携わってき

７．16
～

８．21

たイラストレーター、演奏者らの関連企画も併
催され、特撮監督・三池敏夫氏のトーク & サ
イン会には全国から大勢のファンが訪れました。



11 広報つるおか　2016 . ９

櫛引 丸岡城跡史跡公園ガイダンス施設開館式

市指定文化財の日向家住宅を移築復元。
丸岡城や武将加藤清正・忠廣、地域の歴
史を紹介する施設として開館しました。

７. 16

＜丸岡城跡史跡公園＞

朝日 市民参加型ミュージカル「ハッピーバースデー」

出演者は４か月間の稽古を積んだ小・中
学生を中心とした朝日地域の住民。命の
尊さやいじめ・虐待の防止を訴えました。

７. 17

＜朝日中央コミュニティセンター＞

朝日 特別企画展示「君はアマルガサウルスをみたか！」

恐竜の化石などが所狭しと展示された会
場。全長約12ｍもの全身骨格の迫力に
子供たちから驚きの声が上がっています。

７．16
～

10.22

＜月山あさひ博物村＞

羽黒 松ヶ岡の夏　地口まつり

だじゃれのような言葉遊びの地口がテー
マの祭り。地口絵制作体験や地口絵灯籠
を消さずに走る地口競争が行われました。

７. 30

＜松ヶ岡開墾場＞

温海 あつみスポーツクラブネクサス設立10周年記念講演会

市体育協会副会長の齋藤隆氏が、自身の
オリンピック出場や後進への指導の経験
を紹介し、スポーツの魅力を伝えました。

７. 24

＜温海ふれあいセンター＞

市外 名寄市・鶴岡市姉妹都市盟約20周年記念式典・祝賀会

明治33年に添川地区開拓団が移住した
ことを縁とする姉妹都市盟約。記念の節
目を迎え末永い交流に願いを込めました。

８ .１

＜北海道名寄市＞
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催
し

致
道
博
物
館　
　
　
　
　
　
　

洋
画
家
菅
野
矢
一
展

■日
９
月
28
日
○水
ま
で　

■費
大
人
…
７
０
０
円

学
生
…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０

円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■他
９

月
11
日
○日
午
後
２
時
か
ら
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

鶴
岡
田
川
地
区
児
童
生
徒
考
案
創
作

展
（
科
学
展
・
社
会
科
展
同
時
開
催
）

■日
９
月
９
日
○金
～
11
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■場
櫛
引
公
民
館　

■内
児
童
生
徒
の
夏

休
み
制
作
ア
イ
デ
ア
作
品
を
展
示　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

歴
史
的
建
築
の
な
か
で
朗
読
を
愉
し
む

「
庄
内
の
女
た
ち
・
横
光
利
一
の
妻 

千
代
」

■日
９
月
10
日
○土
午
後
２
時　

■場
丸
岡
城
跡
史

跡
公
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設　

■定
30
人　

■
朗

読　

つ
る
お
か
ル
ネ
サ
ン
ス
の
会　

■費
３
０

０
円　

■申
黒
羽
根
整
形
外
科
☎
24
‐
９
６
８

０
鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
14
日
○水
～
19
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
19
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
17
日
○土
～
10
月
16
日
○日
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中

学
生
…
１
０
０
円
（
別
途
栗く
り

代
）　

■場
・
■申

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

「LIN
K

」
～
幸
せ
を
つ
な
げ
よ
う
～ 

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
18
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を
作
ろ
う
、

学
校
紹
介
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
血
圧
測

定
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
試
着
・
撮
影
、
喫
茶
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■場
・
■問
同
校
☎
22

‐
１
９
１
９

出
羽
庄
内
国
際
村
音
楽
祭
２
０
１
６

バ
リ
島
の
伝
統
音
楽
と
舞
踊「
バ
リ
・
プ
サ
カ
」

■日
９
月
18
日
○日
午
後
６
時　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円　

中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円

（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■申
同
館

☎
25
‐
３
６
０
０

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　
　
　
　

囲
碁
大
会
・
囲
碁
教
室
の
案
内

▼
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会　

■日
９
月
19
日
○月
午

前
９
時
30
分　

■場
勤
労
者
会
館

▼
大
人
・
子
供
囲
碁
入
門
教
室　

■日
毎
週
土

曜
日
午
後
３
時　

■場
鶴
岡
囲
碁
ク
ラ
ブ　

■費

大
人
…
３
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、

５
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）　

　

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
９
月
22
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■対
小
学
生
以
上
先
着
30

人　

■内
地
元
産
材
が
生
ま
れ
る
森
の
散
策
及

び
地
元
産
材
を
活
用
し
た
施
設
の
建
設
現
場

見
学　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学
生
…
２

５
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
２
日
○金
～
12
日
○月
に
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
０
８
へ　

■他
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は

内
容
変
更
あ
り

東
田
川
文
化
記
念
館
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　

中
山
祥
子
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
22
日
○木
午
後
２
時
30
分　

■費
１
、
５

０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■場
・
■
チ

ケ
ッ
ト
取
扱
い　

同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

鶴
岡
高
等
養
護
学
校　

ほ
の
ぼ
の

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
＆
学
校
公
開

■日
９
月
22
日
○木
午
前
10
時
～
正
午　

■対
特
別

支
援
教
育
に
関
心
が
あ
る
方
、
障
害
者
雇
用

を
考
え
る
事
業
所
の
方
、
地
域
の
方
等　

■場

・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
作
品
作
り

体
験
希
望
は
、
午
前
11
時
ま
で
に
受
付

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業
採
択
事
業

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
24
日
○土　

■時
・
■場
・
■内
▽
午
後
１
時

30
分
（
致
道
館
）
…
致
道
館
の
日
式
典
、「
致

道
館
の
日
に
寄
せ
て
」
東
山
昭
子
氏
（
郷
土

文
学
研
究
家
）　

▽
３
時
10
分
（
荘
内
神
社

参
集
殿
）
…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発
表

会　

▽
３
時
45
分
（
同
）
…
「
江
戸
時
代
文

明
と
東
北
」
徳
川
恒
孝
氏
（
徳
川
宗
家
18
代

当
主
）　藤

沢
周
平
記
念
館 

館
内
朗
読
会　

『
霧
の
果
て 

神
谷
玄
次
郎
捕
物
控
』

■日
①
９
月
24
日
○土　

②
10
月
22
日
○土　

■時
午

後
２
時　

■定
各
日
30
人　

■内
①「
針
の
光
」

②「
春
の
闇
」　

■
朗
読　

劇
団
麦
の
会　

■費

入
館
料　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

「
出
羽
三
山
大
権
現
」御
開
帳

「
於
竹
大
日
如
来
」御
開
帳

■日
９
月
25
日
○日
～
10
月
30
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■場
羽
黒
山
正
善
院
黄
金
堂

■費
５
０
０
円　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎
62
‐

４
７
２
７　

■他
期
間
中
の
土
曜
日
と
10
月
９

日
○日
・
23
日
○日
は
山
伏
特
別
ガ
イ
ド
あ
り（
要

予
約
〈
■費
５
、
０
０
０
円
・
１
万
円
〉）

庄
内
お
ば
こ
サ
ワ
ラ
ま
つ
り

■日
９
月
25
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
3
時
30
分

■場
鼠
ヶ
関
駅
前　

■内
サ
ワ
ラ
の
振
る
舞
い

（
■時
午
後
０
時
30
分　

■定
先
着
６
０
０
人
）、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111



13 広報つるおか　2016 . ９ ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

地
酒
の
試
飲
、
庄
内
の
酒
の
さ
か
な
販
売
、

念
珠
関
辨
天
太
鼓
演
打
、
鼠
ヶ
関
保
育
園
鼓

隊
演
奏　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５

４
７　

■他
HP

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館　

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
30
日
○金
～

10
月
２
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
２
日

は
午
後
３
時
ま
で
）　

▽
ス
テ
ー
ジ
部
門
…

２
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■日
▽
展
示
部
門
…

10
月
１
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
２
日

○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

▽
お
茶
席
…
１

日
○土
抹
茶
、
２
日
○日
煎
茶　

▽
売
店
・
食
堂

…
１
日
○土
・
２
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０　

開
港
25
周
年
記
念　
　
　
　
　
　

お
い
し
い
庄
内
空
港
空
の
日
フ
ェ
ス
タ

■日
10
月
２
日
○日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

■場
同
空
港
周
辺　

■内
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
（
渡
前

小
「
子
ど
も
獅
子
踊

り
」
ほ
か
）、
食
の
親

善
大
使
に
よ
る
料
理
の

振
る
舞
い
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
小
型
機

の
展
示
・
低
空
飛
行
、
空
港
の
働
く
車
展
示
、

マ
ー
シ
ャ
リ
ン
グ
体
験
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
体
験
、
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
等
の
曲
芸

飛
行
、
滑
走
路
を
歩
こ
う
ツ
ア
ー
（
■時
午
後

１
時
30
分
〈
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
〉　

■定

先
着
１
５
０
人
）、
展
望
デ
ッ
キ
無
料
開
放
、

産
直
や
飲
食
物
の
販
売
等　

■問
同
空
港
「
空

の
日
・
空
の
旬
間
」
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

☎
０
２
３
４
‐
92
‐
４
１
２
３

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
50
周
年
記
念

＆
あ
つ
み
温
泉
お
も
て
な
し
祭
り

■日
10
月
２
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

同
園
周
辺　

■内
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
、
佐
藤
善
人
ラ

イ
ブ
、
ふ
じ
き
イ
ェ
イ
！
イ
ェ
イ
！
も
の
ま

ね
ラ
イ
ブ
、
人
力
車
運
行　

■問
出
羽
商
工
会

温
海
支
所
☎
43
‐
２
４
１
１　
　

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
予
定
〉

▼
鶴
岡
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展
　
■日
６

日
○木
～
10
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
遠
州
流
茶
会
　
■日
９
日
○日
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

■場
第
二
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災

セ
ン
タ
ー　

■費
８
０
０
円

▼
八
沢
会
唄
と
踊
り
の
つ
ど
い
　
■日
９
日
○日

正
午　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展
　
■日
15
日
○土
・

16
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
16
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円

▼
如
月
会
水
墨
画
展
　
■日
15
日
○土
～
18
日
○火

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
18
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
荘
内
流
公
演
　
■日
15
日

○土
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
男
性
合
唱
団
デ
ザ
ミ
・
ア
ン
テ
ィ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
　
■日
16
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公

民
館　

■費
１
、
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）

▼
飛
雲
会
展
　
■日
19
日
○水
～
23
日
○日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
（
19
日
は
午
後
１
時
か

ら
、
23
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展
　
■日
21
日
○金
～
23

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
畊
雅
会
か
な
書
作
展
　
■日
21
日
○金
～
23
日

○日
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会
　
■日

23
日
○日
午
前
11
時
50
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽
写
真
展
覧
会
　
■日
26

日
○水
～
30
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

30
分
（
30
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
フ
ォ
ト
・
ア
イ
写
真
展
　
■日
26
日
○水
～
30

日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
30
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展
　
■日
28
日
○金
～
30
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
30
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
29

日
○土
～
11
月
３
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会
発
表
会
　
■日
30
日
○日
午

前
11
時
～
午
後
４
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費

７
０
０
円

▼
つ
る
お
か
の
思
い
出
の
歌
愛
唱
会
発
表
会
　

■日
30
日
○日
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時　

■場

西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
芸
術
文
化
協
会
」
事
務
局
☎
57
‐
２
０
０

８

山
形
大
学　
　
　
　
　
　
　

農
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
８
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　

■内
炊
き
立
て
御
飯
の
振
る
舞
い
、
農
産
物
販

売
、
農
機
シ
ョ
ー
等　

■場
・
■問
山
大
農
学
部

高
坂
農
場
☎
24
‐
２
２
７
８

山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所
鶴
岡
支
部

裁
判
所
見
学
会

■日
10
月
20
日
○木
午
後
１
時
15
分　

■場
同
支
部　

■定
先
着
30
人　

■内
裁
判
手
続
き
・
裁
判
員
制

度
説
明
、
施
設
見
学
等　

■場
・
■申
同
支
部
☎

23
‐
６
６
６
６

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　

藤
沢
周
平
記
念
館
講
演
会

■日
10
月
30
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
神

社
参
集
殿　

■定
先
着
３
０
０
人　

■内「
藤
沢

周
平
さ
ん
と
私
」
佐
伯
泰
英
氏
（
作
家
）

■申
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
１

枚
に
つ
き
１
人
）
を
記
入
の
上
、
同
館
☎

29
‐
１
８
８
０
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
９
月
10
日
○土
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
話
「
認

知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
」
丸
谷
宏
（
荘
内

病
院
神
経
内
科
主
任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス

■申
９
月
７
日
○水
ま
で
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４
へ
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鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
会
員
募
集

■日
９
月
13
日
○火
・
20
日
○火
・
27
日
○火
午
後

７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■内
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
楽
し
む
テ
ニ
ス　

■費
１
、

５
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
う
つ
に
つ
い
て
」
栗
林
邦
明
氏
（
三

川
病
院
精
神
科
医
）、「
訪
問
看
護
に
つ
い
て
」

本
間
幸
井
氏
（
鶴
岡
地
区
医
師
会
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
）　

■申
荘
内
病
院
内
緩

和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎

26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
黒
川
能
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
24
日
○土
午

前
８
時
30
分（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
赤
川
東
部
段
丘
の
田
畑
等（
８
・

５
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午

前
９
時
・
王
祇
会
館
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）

■申
９
月
７
日
○水
～
14
日
○水

▼
獅
子
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
25
日
○日
午
前

８
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
〈
要

予
約
〉）　

■場
藤
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

→
地
蔵
の
湯
→
四
阿
展
望
台
→
両
所
神
社
→

起
点
（
８
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地

集
合
〈
午
前
９
時
・
同
セ
ン
タ
ー
〉
の
場
合

は
９
０
０
円
）　

■申
９
月
９
日
○金
～
16
日
○金

▼
金
峯
山
修
験
の
み
ち 

藤
沢
へ　

■日
10
月

２
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本
所
集
合

〈
全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
中
の
宮
→
金
峯
山

山
頂
→
藤
沢
口
→
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
５
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申

９
月
15
日
○木
～
26
日
○月

▼
出
羽
街
道
の
宿
場
と
峠
路
を
行
く　

■日
10

月
16
日
○日
午
前
８
時
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー〈
に
こ
♥

ふ
る
〉集
合〈
全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
小
名
部
公
民
館
→
角
間
台
峠
→
小
国
山
村

振
興
セ
ン
タ
ー
（
10
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０

円　

■申
９
月
30
日
○金
～
10
月
７
日
○金　
　

▼
共
通　

■定
各
１
０
０
人　

■持
箸
、
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん
、
軽
食
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１　

■他
市
HP
。
中
学
生
以
下
は
５
０

０
円
。
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座　
　

考
え
よ
う
！
健
康
と
福
祉

■日
９
月
24
日
○土
午
後
１
時　

■場
酒
田
市
中
央

公
民
館　

■定
75
人　

■内「
障
が
い
を
持
つ
方

と
共
に
働
く
と
い
う
こ
と
」
木
内
真
美
子
氏

（
同
大
学
助
教
）、「
将
来
の
妊
娠
・
出
産
に
向

け
た
身
体
づ
く
り
」
豊
田
茉
莉
氏
（
同
）　

■申

同
大
学
総
務
課
☎
０
２
３
‐
６
８
６
‐
６
６

７
１　

■他
託
児
あ
り（
■申
９
月
９
日
○金
ま
で
）

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

期
間
限
定
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

▼
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ　

■日
９
月
26

日
～
10
月
31
日
の
月
曜
日
午
後
７
時
15
分

（
全
５
回
）　
■費
２
、
５
０
０
円
（
会
員
以

外
は
５
０
０
円
増
し
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室　

■日
９
月
29
日
～
10

月
27
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
15
分（
全
５
回
）　

　

■対
小
学
３
年
生
以
上　

■費
子
供
…
８
０
０
円

（
会
員
以
外
は
２
０
０
円
増
し
）
大
人
…
１
、

６
０
０
円
（
同
４
０
０
円
増
し
）　

▼
共
通　

■場
藤
島
体
育
館
　
■申
９
月
20
日
○火

ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

鶴
岡
地
区
医
師
会
地
域
医
療

連
携
室
ほ
た
る
公
開
講
座

■日
９
月
24
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
精
神
疾
患
と

は
ど
ん
な
病
気
か
？
」
須
貝
孝
一
氏
（
県
立

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）、「
発
達

障
害
の
理
解
と
対
応
」
渋
谷
る
み
氏
（
同
セ

ン
タ
ー
精
神
科
認
定
看
護
師
）　

■申
同
会
地

域
医
療
連
携
室
ほ
た
る
☎
29
‐
３
０
２
１

緩
和
ケ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
28
日
○水
午
後
３
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内
ひ
ま
わ
り
の
会
、
職
員
有
志
に
よ
る

歌
、
ピ
ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
・
バ
イ
オ
リ
ン
等

の
楽
器
演
奏　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
９
月
29
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
受
講
免
除
（
別
途
手
続
き
要
）

庄
内
南
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
が
ん
検
診
受
診
向
上
対
策
事
業 

が
ん
講
演
会

■日
９
月
29
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内「
た
ば
こ
の
煙
は
も
う
い
や
！

き
れ
い
な
空
気
で
が
ん
予
防
」大
和
浩
氏（
産

業
医
科
大
学
教
授
）、「
が
ん
の
危
険
を
減
ら

す
確
実
な
方
法
と
あ
な
た
に
最
適
な
が
ん
の

予
防
法
」
栗
山
進
一
氏
（
東
北
大
学
大
学
院

教
授
）　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
８

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
～
金
曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時
・

６
時
～
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
～
４

時
・
６
時
～
８
時　

日
曜
日
、祝
日
…
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

■
臨

時
休
館
日　

９
月
25
日
○日
～
10
月
10
日
○月　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

水
遊
び
８
回
コ
ー
ス

■日
10
月
22
日
・
29
日
、
11
月
５
日
・
19
日
・

26
日
、
12
月
３
日
・
17
日
・
24
日
の
土
曜
日

午
前
９
時
30
分　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
年
中

児
～
小
学
２
年
生　

■費
８
、
０
０
０
円　

■申

同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

あ
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

ネ
ク
サ
ス
後
期
会
員
募
集

■内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
、
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
、
エ
ア
ロ
ビ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋

ト
レ　

■
会
費
（
10
月
～
来
年
３
月
）　

16

歳
～
69
歳
…
６
、
５
０
０
円　

70
歳
以
上
…

５
、５
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
43
‐
４
４

１
１朝

暘
武
道
館
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団　

団
員
募
集

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
午
後
６
時
、

日
曜
日
午
前
９
時　

■場
同
館　

■対
年
長
児
以

上　

■費
月
額
２
、
５
０
０
円　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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空
手
教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
荘
空

館
空
手
道
場
（
毎
月
第
４
金
曜
日
は
朝
暘
武

道
館
）　

■対
幼
児
～
大
人　

■費
月
額
３
、
０

０
０
円　

■申
教
室
開
催
時
に
同
会
場

子
育
て
・
子
供
向
け

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座　

「
上
の
子
・
中
の
子
・
下
の
子
」

■日
９
月
16
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
保
育
園

長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

南
部
児
童
館　

自
然
体
験
活
動　
　

楽
し
さ
満
点
！
森
で
遊
ぼ
う
in
大
鳥　

■日
９
月
17
日
○土
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時

（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥
自
然
の
家
、
タ
キ
タ

ロ
ウ
館
周
辺　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■内
魚

つ
か
み
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
自
然
散
策
、
焼
き

芋
等　

■費
５
０
０
円　

■申
９
月
５
日
○月
か
ら

南
部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

中
央
・
南
部
・
西
部
・
暘
光
・
大
山
児
童
館
合
同
企
画

「
逃
走
中
」

■日
９
月
24
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木

原
公
園（
雨
天
時
は
朝
暘
武
道
館
）　

■対
小
学

生
先
着
２
０
０
人　

■申
９
月
17
日
○土
ま
で
南

部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０
ま
た
は
各
館
へ

鶴
岡
市
地
域
子
育
て
推
進
講
演
会    

地
域
と
つ
な
が
ろ
う
～
子
育
て
フ
ィ
ー
ル
ド
は
無
限
大
!!
～

■日
９
月
24
日
○土
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■定
１
５
０
人　

■内
事
例
提
供
（
井
上

裕
子
氏
・
佐
藤
美
佳
氏
〈
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」〉、
渋
谷
正

士
氏
〈
八
栄
島
地
区
自
治
振
興
会
〉）、
講
演

（
明
石
要
一
氏〈
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
学
長
〉）

■申
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
６　

■他
託
児
あ
り
（
■定
先
着
15
人
）

親
業
講
演
会　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
ほ
め
方
、
叱
り
方　

■日
９
月
24
日
○土
午
後
２
時　

■場
公
益
大
大
学

院　

■内「
親
の
ひ
と
言
で
子
ど
も
は
変
わ
る

!!
」
辻
村
延
子
氏
（
親
業
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）　

■費
５
０
０
円　

■問
鶴
岡
親
業

の
会
（
橋
本
）
☎
23
‐
８
３
８
１

鶴
岡
市
母
子
会　
　
　
　
　
　
　
　

飛
島
散
策
旅
行
＆
会
員
募
集

■日
９
月
25
日
○日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■対
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子　

■費
大
人
…
２
、
５
０
０
円
（
会
員
以

外
は
１
、
５
０
０
円
増
し
）　

子
供
…
２
、

０
０
０
円
（
同
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申

９
月
11
日
○日
ま
で
同
会　

■他
同
会
の
新
規
会

員
を
随
時
募
集
中　

～
も
う
一
度
保
育
の
お
仕
事
へ
～　
　

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

■日
９
月
28
日
○水
午
後
０
時
30
分　

■場
酒
田
市

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

■対
現
在
離
職
中
で
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
等　

■内
保
育
の
現

状
に
つ
い
て
の
研
修
、
各
種
相
談
等　

■申
９

月
21
日
○水
ま
で
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９
へ　

■他
別

日
程
で
職
場
体
験
あ
り
（
■申
９
月
14
日
○水
ま

で
）子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
10
月
5
日
○水

午
前
９
時
～
午
後
１
時　

■場
由
良
海
岸　

■対

２
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内
磯
遊
び　

■申
９
月
１
日
○木
か
ら

▼
ベ
ビ
ー
を
迎
え
よ
う
講
座　

■日
10
月
13
日

○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
新
婚
・

妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着
15
人　

■内
講

話「
出
産
・
赤
ち
ゃ
ん
・
子
育
て
を
知
ろ
う
」

河
田
夏
子
（
荘
内
病
院
女
性
の
健
康
相
談

員
）、
座
談
会
、
な
か
よ
し
広
場
見
学
等

■他
託
児
あ
り　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

庄
内
青
少
年
健
全
育
成　
　

研
修
会

■日
10
月
８
日
○土
午
後
１
時　

■場
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
ラ
イ
ブ
「
絆
～

僕
が
命
の
大
切
さ
を
知
っ
た
日
～
」
杉
山
裕

太
郎
氏
（
歌
手
）、
事
例
発
表
「
は
ぐ
ろ
大

家
族
会
議
」
等　

■申
９
月
30
日
○金
ま
で
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
０
１
９
へ

絵
本
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

■日
・
■内
10
月
15

日
○土
午
後
２
時

30
分
…
お
は
な

し
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
立
て
方　

16
日

○日
午
前
10
時
…
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
選
書
の
方

法　

■場
櫛
引
情
報
セ
ン
タ
ー　

■定
各
日
先
着

50
人　

■師
内
藤
直
子
氏
・
杉
山
き
く
子
氏（
東

京
子
ど
も
図
書
館
職
員
）　

■申
９
月
14
日
○水

か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

に
こ
に
こ
相
談

■日
10
月
25
日
○火　

■場

鶴
岡
養
護
学
校　

■内

子
供
の
発
達
の
様
子

や
成
長
に
関
す
る
相

談
会　

■申
10
月
11
日

○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐

６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お

し
ゃ
れ
な
お
ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
10
月
29
日
○土
午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
16
組　

■師
齋
藤

智
子
氏
（
花
の
ア
ト
リ
エ
*
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
コ
ス
モ
ス
*
主
宰
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
せ
ん
定
ば
さ
み
等　

■場
・
■申
９
月
16
日
○金

～
10
月
19
日
○水
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
29
‐
０
２
６
０
へ

施
設
の
催
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
８
日
○木
・
15
日
○木
・

29
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
９
月
15
日
○木
・
16
日

○金
・
29
日
○木
・
30
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時

▼
Ｃ
Ｄ
寄
席　

■日
９
月
15
日
○木
午
後
１
時

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
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６
６　

■他
９
月
12
日
○月
は
臨
時
休
館

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」

■日
９
月
10
日
○土
か
ら

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
大
山
下
池
の

外
来
植
物
駆
除
」　

■日
９
月
17
日
○土
午
前
９

時　

■申
９
月
15
日
○木
ま
で

▼
ほ
と
り
あ
里
山
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
６　

■日

９
月
18
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■内
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
、
草
木
染
、

ま
き
割
り
、
丸
太
切

り
体
験
等

▼
都
沢
湿
地
の
外
来

動
植
物
駆
除　

■日
10

月
１
日
○土
午
前
９
時　

■申
９
月
29
日
○木
ま
で　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
同

館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か　

■日
９

月
10
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
同
館

■定
先
着
30
人　

■師
江
川
満
氏（
陶
芸
家
）　

■費

３
０
０
円　

■持
昼
食　

■申
９
月
８
日
○木
ま
で

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
秋
の
森
と
水
田
」　

■日

９
月
17
日
○土
午
前
９
時　

■場
同
館
周
辺
（
約

10
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

▼
デ
ジ
カ
メ
超
初
心
者
講
習
会　

■日
９
月
24

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定
先
着
25

人　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
取
扱
い
説
明
書　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
中
秋
の
名
月
を
観
よ
う　

■日
９
月
15
日
○木

午
後
６
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
10
月
１
日

○土
・
２
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費

大
人
…
７
０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

■申

９
月
27
日
○火
ま
で　

▼
秋
の
草
木
染　

■日
10
月
９
日
○日
午
前
９
時

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

■費
大
人
…

２
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０
０
円

■申
９
月
27
日
○火
ま
で

▼
十
三
夜
の
月
見
（
栗
名
月
）　

■日
10
月
13

日
○木
午
後
６
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修　

■日
９
月
13
日
○火
・
14
日
○水

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ　

■日
９
月
26
日
～
11
月
10
日
の
月
曜

・
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
（
全
12
回
）　

■定

８
人　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
）

▼
管
理
者
研
修　

■日
10
月
５
日
○水
・
６
日
○木

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定
20

人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
基
礎
講
座　

■日
10
月

５
日
～
26
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分

（
全
４
回
）　

■定
８
人　

■費
６
、
０
０
０
円　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
９
月
13
日
○火　

乙
種
第
４
類
…
14

日
○水
・
15
日
○木
（
２
日
間
）　

■場
消
防
本
部

■申
９
月
６
日
○火
ま
で
消
防
本
部
予
防
課
☎
22

‐
８
３
３
２
、
消
防
署
ま
た
は
消
防
各
分
署

へ
ヤ
マ
ガ
タ
Ｗ
ｅ
ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会　

特
別
公
開
セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
15
日
○木
午
後
３
時　

■内「
半
歩
先
の

Ｓ
Ｅ
Ｏ
で
効
率
よ
く
結
果
を
出
そ
う
」
住
太

陽
氏
（
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）　

■費
３
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
庄

内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

２
０
１
６
市
民
サ
ロ
ン
第
２
講 

知
ろ
う
！
庄
内
！
歴
史
・
文
化
の
様
々
な
角
度
か
ら

■日
９
月
26
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■内「
山
伏

の
食
べ
物
～
い
の
ち
を
食
す
る
羽
黒
山
の
精

進
料
理
」
日
向
理
恵
（
羽
黒
庁
舎
観
光
商
工

室
）、「
鶴
岡
と
源
氏
物
語
～
『
し
の
ふ
く
さ
』

を
め
ぐ
っ
て
」
森
木
三
穂
氏
（
鶴
岡
高
専
助

教
）　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０

「
売
れ
る
仕
組
み
を
学
ぶ
！
」

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
29
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■定
30
人　

■内「
創
業
時
に
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
」
平
尾
清
氏
（
公
益
大

教
授
）　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０

パ
ソ
コ
ン
文
字
通
訳　
　

（
要
約
筆
記
）講
座

▼
基
礎
知
識　

■日

10
月
１
日
○土
午
後

１
時　

■内「
文
字

通
訳（
要
約
筆
記
）

を
も
っ
と
使
う
た

め
に
」
菅
原
直
志

氏
（
山
形
県
中
途

失
聴
・
難
聴
者
協

会
副
会
長
）、「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
と
は
？
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
連
携
入
力
の
方
法
」
橋
本
美

智
子
氏
・
齋
藤
和
子
氏
（
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆

記
サ
ー
ク
ル
や
ま
が
た
）

▼
入
門
講
座　

■日
10
月
15
日
○土
・
29
日
○土
、

11
月
５
日
○土
午
後
１
時
（
全
３
回
）　

■内
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
実
技
・
講
義　

■持
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■費
各
日
３
０
０
円　

■申
９
月
20

日
○火
ま
で
山
形
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

つ
る
お
か
（
庄
司
） 　

 

57
‐
２
２
５
２
へ

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所        

ハ
ン
ガ
リ
ー
料
理 

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
さ
ん
の
台
所

■日
10
月
１
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
氏

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
４
日
○日
か

ら
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会

■日
10
月
1
日
○土
午
後
２
時　

■対
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
展
示
に
利
用
し
て
い
る
ま
た

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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は
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
個
人
・
団
体

■場
・
■申
９
月
４
日
○日
～
30
日
○金
に
同
館
☎
29

‐
０
２
６
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村 

中
国
語
集
中
講
座        

中
国
語
を
使
っ
て
旅
に
出
よ
う
！

■日
10
月
２
日
○日
午
後
１

時　

■対
中
国
語
学
習
経

験
者
（
入
門
～
上
級
）

先
着
20
人　

■費
高
校
生

以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
、
５

０
０
円　

■場
・
■申
９
月
25
日
○日
ま
で
同
館
☎

25
‐
３
６
０
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村  

文
化
体
験
講
座 

楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
・
全
16
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
10
月
５
日
～
来
年
３
月
22

日
の
水
曜
日　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
10

月
６
日
～
来
年
３
月
23
日
の
木
曜
日　

■時
午

後
７
時　

■費
各
１
万
４
、
４
０
０
円　

■師
覃

莉
莉
氏　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

■他
４
人
以
上
で
開
講

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
一
般
公
開
講
座

「
庄
内
の
在
来
作
物
」

■日
10
月
７
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
山
大

農
学
部　

■師
江
頭
宏
昌
氏
（
同
学
部
教
授
）　

■問
同
学
部
内
「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１

１
‐
５
６
１
５

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

秋
季
講
座

▼
私
の
逸
品
！
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
手
帳
と
ノ
ー

ト
カ
バ
ー　

■日
10
月
12
日
○水
・
19
日
○水
・
26

日
○水
午
後
１
時
30
分
（
全
３
回
）　

■定
先
着

８
人　

■師
丸
山
俊
男
氏（
ア
ー
ト
写
真
印
刷
）

■費
２
、
５
０
０
円

▼
手
ご
ね
で
お
い
し
い
パ
ン
作
り　

■日
10
月

14
日
○金
、
11
月
11
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午

後
１
時
（
全
２
回
）　

■定
先
着
12
人　

■師
齋

藤
孝
子
氏
（
Ｊ
Ｈ
Ｂ
Ｓ
認
定
製
パ
ン
講
師
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
女
性
の
た
め
の
体
幹
運
動　

■日
10
月
20
日

○木
・
27
日
○木
、
11
月
10
日
○木
・
17
日
○木
・
24

日
○木
午
後
７
時
（
全
５
回
）　

■対
女
性
先
着

15
人　

■師
渡
辺
美
枝
氏
（
健
康
運
動
実
践
指

導
者
）　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
旬
の
味
を
楽
し
む
和
食　

■日
10
月
24
日
○月
、

11
月
28
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
１
時
（
全
２

回
）　

■定
先
着
16
人　

■師
水
口
拓
哉
氏
（
す

た
ん
ど
割
烹
み
な
ぐ
ち
）　

■費
３
、
０
０
０

円▼
特
別
講
座　

と
っ
さ
の
時
の
応
急
処
置
と

救
急
法　

■日
10
月
28
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
20
人　

■師
消
防
署
警
備
課

▼
ア
ロ
マ
で
癒
や
し
、
な
が
ら
セ
ル
フ
ケ
ア　

■日
11
月
15
日
○火
・
22
日
○火
・
29
月
○火
午
前

10
時
（
全
３
回
）　

■定
先
着
15
人　

■師
伊
藤

久
美
子
氏
（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
６
日
○火

～
23
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き
女
性
塾

癒
や
し
～
美
・
健
康
・
癒
を
あ
な
た
に（
全
３
回
）

■日
・
■内
①
10
月
13
日
○木
…「
ア
ロ
マ
ス
ト
レ

ッ
チ
～
身
体
と
対
話
し
な
が
ら
～
」
齋
藤
瑞

穂
氏
（
こ
こ
ろ
す
た
じ
お
主
宰
）　

②
26
日

○水
…
リ
ラ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

③
11

月
11
日
○金
…「
～
心
と
体
を
整
え
る
～
季
節

の
薬
膳
入
門
（
座
学
）」
渡
邉
瑞
恵
氏
（
薬

剤
師
）　

■時
午
後
７
時　

■場
①
③
同
セ
ン
タ

ー　

②
中
央
公
民
館　

■定
先
着
25
人　

■費
１
、

７
０
０
円　

■申
９
月
６
日
○火
～
27
日
○火
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者　
　

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
19
日
○水
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
13
日
○日
午
後
１

時
・
３
、
０
０
０
円　

■場
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研

修
所
（
山
形
市
）　

■申
９
月
１
日
○木
～
30
日

○金
に
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０
へ危

険
物
取
扱
者
試
験　
　
　
　

■日
10
月
29
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■申
電　

子
…
９
月
９
日
○金
午
前
９
時
～
20
日
○火
午
後

５
時　

書
面
…
９
月
12
日
○月
～
23
日
○金　

■問

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０

２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書

は
消
防
本
部
、
消
防
署
・
各
分
署
に
設
置

庄
内
総
合
支
庁　
　
　
　
　
　
　

「
地
域
ふ
れ
あ
い
講
座
」

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の

間
で
２
時
間
程
度　

■場
町
内
会
の
集
会
所
、

小
・
中
学
校
、
会
社
等　

■内
生
活
と
健
康
・

福
祉
に
関
す
る
19
講
座
、
自
然
と
環
境
に
関

す
る
９
講
座
、
地
域
の
産
業
振
興
に
関
す
る

３
講
座
、
地
域
と
行
政
・
県
の
制
度
活
用
に

関
す
る
４
講
座
、
公
益
大
連
携
講
座　

■師
同

支
庁
職
員
等　

■申
開
催
希
望
日
の
２
週
間
前

ま
で
同
支
庁
総
合
案
内
☎
66
‐
２
１
２
１
へ　

婚
活

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
９
月
22
日
○木
午
後

５
時
30
分　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
の
方

20
人
（
親
子
や
友
達

同
士
等
で
の
参
加
も

可
）　

■申
９
月
16
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興

課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務

局
☎
内
線
５
８
７
へ

庄
内
コ
ン

■日
９
月
25
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独
身

の
男
女
各
１
０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０

０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は

各
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP　

■問G
ood Luck C

afe

☎
25
‐
１
９
０
１

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
？　

ボ
ル
婚
物
語
in
梵
字
の
蔵

■日
10
月
22
日
○土
午
後
２
時
30
分
（
男
性
は
１

時
集
合
）　

■場
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村　

■対
25

歳
～
40
歳
の
独
身
の
男
女
各
15
人　

■費
男
性

…
３
、
０
０
０
円　

女
性
…
２
、
５
０
０
円

（
女
性
の
み
ペ
ア
割
５
０
０
円
あ
り
）　

■申
10

月
12
日
○水
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５

８
５
へ
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募
集

平
成
29
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者

　

認
定
を
受
け
る

に
は
、
栽
培
面
積

や
栽
培
方
法
、
販

売
方
法
等
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■日
10
月
7
日
○金
ま
で　

■申
米
穀
集
荷
業
者
等

に
出
荷
す
る
方
…
農
協
・
米
穀
集
荷
業
者
等

へ　

個
人
で
販
売
す
る
方
…
本
所
農
政
課
☎

内
線
５
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ　

■問
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐

２
１
０
３

11
月
５
日
○土「
ふ
じ
し
ま
音
楽
祭
」で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う 

「
大
地
讚
頌
を
歌
う
会
」団
員

■
練
習
日　

９
月
以
降
の
毎
週
木
曜
日
午
後

７
時
30
分　

■場
東
田
川
文
化
記
念
館　

■費
１
、

０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

「
若
年
非
正
規
労
働
者
正
社

員
化
支
援
事
業
」登
録
者

■対
県
内
の
企
業
に
正
社
員
と
し
て
就
職
を
希

望
す
る
45
歳
未
満
の
方　

■内
研
修
、
キ
ャ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、
就
職

等
の
一
体
的
な
サ
ポ
ー
ト　

■申
キ
ャ
リ
ア
バ

ン
ク
㈱
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
５
６
０
８

■他
HP
。
登
録
説
明
会
あ
り
（
■日
９
月
の
毎
週

火
曜
日
午
後
１
時
・
３
時　

■場
三
川
町
公
民

館
）

課
題
を
ク
リ
ア
し
た
方
を
認
定
し
ま
す

鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
２
期
生

■対
自
ら
鶴
岡
の
「
食
文
化
」
を
題
材
と
し
た

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
企
画
と
実
践
を
し
た
い
方

で
、
ガ
イ
ド
講
座
を
受
講
で
き
る
方
40
人

■申
本
所
政
策
企
画
課
内
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
☎
内
線
５
２
９　

■他
募
集
要

項
は
同
課
に
設
置

▼
ガ
イ
ド
講
座　

■日
10
月
～
来
年
３
月　

■内

企
画
力
・
ガ
イ
ド
実
践
研
修
等　

■費
２
、
０

０
０
円
（
別
途
実
費
）　

関
川
し
な
織
ま
つ
り
「
織
姫
」

　

日
本
三
大
古
代
布
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
関

川
の
し
な
織
の
「
織
姫
」
を
募
集
し
ま
す
。

■対
山
形
県
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
し
、

10
月
15
日
○土
・
16
日
○日
に
開
催
さ
れ
る
同
ま

つ
り
に
２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
、
今
年
４

月
１
日
現
在
18
歳
以
上
の
独
身
女
性
（
高
校

生
を
除
く
）
２
人　

■
特
典　

３
万
円
相
当

の
し
な
織
製
品
を
進
呈　

■申
９
月
30
日
○金
ま

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２
へ　

■他
HP

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会　
　

訪
中
団
参
加
者

■日
10
月
19
日
○水
～
23
日
○日
（
４
泊
５
日
）

■費
10
万
８
、
０
０
０
円　

■申
９
月
７
日
○水
ま

で
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
８
へ

砂
防
堰
堤
が
織
り
成
す
美
し
い
写
真
を
募
集

あ
な
た
の
心
に
残
る
砂
防
堰
堤
写
真

■対
砂
防
堰え
ん

堤
が
映
る
風
景
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

写
真　

■申
来
年
５
月
22
日
○月
～
７
月
10
日
○月

に
新
庄
河
川
事
務
所
☎
０
２
３
３
‐
22
‐
０

２
５
１
ま
た
は
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４

９
７
へ　

■他
HP

鶴
岡
養
護
学
校　
　
　
　
　

「
つ
る
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　

同
校
の
子
供
た
ち
の
交
流
活
動
を
支
え
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■申
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

相
談
・
そ
の
他

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

▼
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■日
９
月
７
日

○水
～
12
日
○月　

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

▼
加
茂
水
族
館　

■日
９
月
10
日
○土　

■問
同
館

☎
33
‐
３
０
３
６

山
形
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

外
国
人
相
談
窓
口

■
相
談
曜
日　

英
語
・
日
本
語
…
火
曜
～
土

曜
日　

中
国
語
…
火
曜
・
金
曜
日　

ポ
ル
ト

ガ
ル
語
…
水
曜
日　

韓
国
・
朝
鮮
語
…
木
曜
・

土
曜
日　

タ
ガ
ロ
グ
語
…
金
曜
日　

■時
午
前

10
時
～
午
後
２
時
（
日
本
語
・
英
語
は
午
後

５
時
ま
で
）　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐

６
４
６
‐
８
８
６
１　

■他
HP

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

■日
９
月
10
日
○土
～
16
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
５

時　

■
相
談
電
話　

☎

０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６
ま
た
は
☎
０

２
３
‐
６
３
１
‐
７
０
６
０
へ

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
説
明

会
・
個
別
相
談
会
（
無
料
）

■日
９
月
10
日
○土
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■場
マ
リ
カ　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■内
弁
護
士
に
よ

る
同
法
の
説
明
会
、
個
別
相
談
会　

■問
全
国

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
☎
０
２
５
‐
２

２
３
‐
１
１
３
０

９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

　

警
察
で
は
、
犯
罪
等
の
被
害
・
未
然
防
止
、

住
民
の
安
全
・
平
穏
に
関
す
る
各
種
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

■
相
談　

山
形
県
警
察
本
部
相
談
専
用
電
話

☎
＃
９
１
１
０
、
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１

１
０
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
へ

特
許
や
商
標
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す

知
的
財
産
総
合
支
援
相
談

▼
山
形
県
発
明
協
会
窓
口　

■日
月
曜
日
～
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

■

相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
７
‐
８
１
３

０
ま
た
は
☎
０
５
７
０
‐
０
８
２
１
０
０
へ

▼
外
部
相
談
窓
口　

■日
９
月
13
日
○火
、10
月

12
日
○水
、
11
月
８
日
○火
、
12
月
13
日
○火
、
来

年
１
月
11
日
○水
、
２
月
14
日
○火
、
３
月
14
日

○火
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
・
■申
鶴

岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１　

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関

す
る
無
料
法
律
相
談

■日
９
月
15
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
庄
内
総

合
支
庁　

■定
先
着
４
人　

■申
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽

の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
務
省
海
外
旅
行
登
録　
　
　

「
た
び
レ
ジ
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　

外
務
省
で
は
、
海
外
旅
行
者
・
出
張
者
な

ど
、
在
留
届
提
出
義
務
の
な
い
短
期
（
３
か

月
未
満
）
渡
航
者
に
対
し
て
、
現
地
で
の
滞

在
先
や
連
絡
先
等
を
登
録
す
る「
た
び
レ
ジ
」

へ
の
登
録
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
登
録
に

よ
っ
て
、
災
害
や
テ
ロ
な
ど
の
緊
急
事
態
発

生
時
に
、
在
外
公
館
か
ら
安
全
に
関
す
る
情

店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

自
衛
官
等
採
用
制
度
説
明
会

■日
10
月
２
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■場

鶴
岡
合
同
庁
舎　

■対
中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
17
歳
未
満
の
男
子　

■
募
集
種

目　

高
等
工
科
学
校
生　

■問
自
衛
隊
山
形
地

方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６　

■他
HP大

切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ

「
相
談
会
」と「
つ
ど
い
」の
お
知
ら
せ

▼
相
談
会　

■日
10
月
６
日
○木
、
12
月
１
日
○木

午
後
１
時
30
分　

■内
精
神
科
医
に
よ
る
相
談　

▼
つ
ど
い
（
ゆ
り
の
会
）　

■日
11
月
16
日
○水
、

来
年
１
月
18
日
○水
、
３
月
10
日
○金
午
後
１
時

30
分　

■内
分
か
ち
合
い
、
ミ
ニ
講
話
等

▼
共
通　

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
☎
66
‐
４
９

３
１

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の　
　

成
年
後
見
＆
相
続
無
料
相
談
電
話

■日
９
月
19
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■内

司
法
書
士
等
に
よ
る
相
談　

■
相
談
電
話

☎
０
２
３
‐
６
６
４
‐
２
０
８
８

離
婚
、
養
育
費
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
等　
　

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
弁
護
士
相
談
会

■日
９
月
28
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
先
着

４
人　

■申
母
子
生
活
支
援
施
設
「
む
つ
み
ハ

イ
ム
」
☎
０
２
３
‐
６
３
２
‐
５
０
７
５

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
30
日
○金
午
後
３
時
～
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町

に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■場
・

■申
９
月
29
日
○木
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支

報
が
送
ら
れ
る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
に
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

■問
外
務
省
領
事
局
☎
03
‐
３
５
８
０
‐
３
３

１
１　

■他
HP

社
会
生
活
基
本
調
査
に　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
20
日
現
在
で

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
で
は
、
国
民
の
生
活
時
間
の
使
い
方
や

活
動
状
況
を
調
べ
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

行
う
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。
調

査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
10
月
中
旬
ま
で

に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
本

市
の
調
査
対
象
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■対
神
明
町
３
・
７
・
８
番
、
美
原
町
６
・
７
番
、

日
出
一
丁
目
15
～
21
番
、
稲
生
二
丁
目
３
～

６
・
15
番
、
大
西
町
８
～
10
・
24
番
、
日
和

田
町
７
～
９
番
、
本
田
字
八
百
地
甲
・
相
田

乙
・
馬
場
添
丙
、
小
京
田
、
茅
原
字
西
茅
原

１
０
８
・
１
２
３
～
１
２
６
番
地
、
大
山
二

丁
目
18
～
21
番
、
茨
新
田
字
千
馬
合
の
一
部

・
字
千
花
山
・
字
興
野
戊
、
藤
島
字
村
前
73

番
地
１
～
１
１
３
番
地
４
・
字
西
川
原
30
～

37
番
地
、
羽
黒
町
戸
野
字
祝
儀
田
５
～
20
番

地
・
字
福
ノ
内
１
～
77
番
地
、
羽
黒
町
坂
ノ

下
字
岩
清
水
の
一
部
、
羽
黒
町
中
里
、
上
山

添
字
神
明
前
20
～
２
２
２
番
地
・
字
神
明
神

20
～
２
２
０
番
地
・
字
文
栄
10
～
30
・
60
～

75
番
地
、
熊
出
字
下
村
・
字
水
無
川
前
・
字

十
王
前
・
字
長
表
２
～
２
７
８
番
地
、
早
田

字
戸
ノ
浦
65
番
地
１
・
字
上
ノ
山
34
～
94
番

地　

■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６

３
０
‐
２
１
７
７

　

全国豊かな海づくり大会開催記念
企画展 港・酒田と海の恵み

■日10月24日○月 まで　■時午前９時～午後４時
30分　■内庄内地方の漁業関係資料の展示　■費
大人…100円　学生…50円（小・中学生は土
曜・日曜日無料）　■場・■問酒田市立資料館☎
0234‐24‐6544

●酒田市

しょうない秋まつり

■日10月２日○日 午前10時～午後３時　■場庄内
町総合体育館周辺　■内新米・庄内柿等の農産
物販売、南三陸町コーナー、庄内総合高校生
による売店、つき立て餅の振る舞い、逸品ま
つり、抽せん会等　■問庄内町観光協会☎0234
‐42‐2922　■他庄内町役場～会場のシャト
ルバス運行あり

●庄内町

刺し子の古里
展示会　遊佐刺し子に学ぶ

■日９月10日○土 ～10月10日○月 午前９時～午後
４時30分　■場山王くらぶ（酒田市）　■問遊佐
刺し子ギルド　■他体験教室あり（別途実費）

●遊佐町

広域情報掲示板　

ぐるぐる庄内　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

酒田市民芸術祭
開幕記念公演

■日９月４日○日 午後２時　■出演　酒田市内の
芸術文化団体　■費500円（高校生以下無料）
■場・■問希望ホール☎0234‐26‐5450　■他作
品展示は見学無料（■時午前10時～午後３時）

●酒田市
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

熊
と
の
遭
遇
を
避
け
る

た
め
に

　

毎
年
、
友
達
と
キ
ノ
コ
採
り
に
行
く

の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
を
見
る

と
、
今
年
は
熊
の
目
撃
情
報
が
と
て
も

多
く
て
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
熊
と
の

遭
遇
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
心
掛
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

熊
の
生
息
地
に
立
ち
入
る
と
き
は

音
を
鳴
ら
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　

熊
は
警
戒
心
の
強
い
動
物
で
す
。
鈴

や
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
え
て
、
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
行
動
し
、

人
の
存
在
や
接
近
を
熊
に
知
ら
せ
る
こ

と
で
、
不
意
の
遭
遇
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
は
い
え
、
山

は
熊
の
生
息
地
で
す
。
新
し
い
ふ
ん
や

足
跡
を
見
付
け
た
ら
、
熊
が
近
く
に
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
速
や
か
に
立

ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
没
情
報

が
あ
っ
た
場
所
に
は
な
る
べ
く
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
出

QＡ

た

　庄内刺し子との出会いは約10年前。元々針仕事
が好きだったので、刺し子の技法はすぐになじみま
した。教わった先生はバッグやポーチ等の女性が使
うものを作っていたので、私は男性も使いやすいス
トラップ、キーホルダーなどを作っています。
　綿布は麻布と比べ目が詰まっていて、針を刺す位
置が繊維一本分ずれるだけで、出来上がりの雰囲気
が変わります。刺し手によって柄の仕上がりに個性
の出るところが、庄内刺し子の特徴の一つだと思い
ます。普段は別の仕事があるので、刺し子に取り組
むのは生活の合間のちょっとした時間。手が空いた
ときにいつでもできるよう、常に針と糸を持ち歩い

ています。たとえ忙しくても、刺し子をするときは
心穏やかに「めっこいの～」と一針一針刺していく
ことがこつですね。会心の出来のものは、思わず枕
元に置いて眠ることもありますが、そういった作品
ほど早く人の手に渡っていきます。
　庄内刺し子は庄内地方の女性が生活の中で脈々と
受け継いできた文化ですが、全国的な知名度は高い
とは言えません。庄内刺し子をできる限り多くの人
に知ってもらおうと、青森から関西方面まで、全国
のイベントへ出展し紹介しています。自分の作品に
触れた人が、庄内刺し子を通し鶴岡に興味を持って
くれればいいなと思っています。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

針で布の大地を耕し 小
お の で ら

野寺  勇
ゆういち

一 さん（鶴岡）
　刺し子とは、麻・綿布に幾何学模様を刺しゅうする手芸技法で、
津軽地方の「こぎん刺し」、南部地方の「菱刺し」、庄内地方の「庄
内刺し子」などがあります。東北の刺し子の多くは麻布ですが、庄
内刺し子は北前船の影響もあり綿布を使うのが特徴です。
　女性の手仕事として受け継がれてきた庄内刺し子。小野寺さんは
数少ない男性の庄内刺し子作家で、「刺し勇」の名で活動しています。

刺し子の花を咲かせる
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没
情
報
は
市
HP
「
緊
急
情
報
」
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬

眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に

行
動
し
ま
す
。
夕
方
か
ら
早
朝
ま
で
は
、

特
に
活
発
な
た
め
、
遭
遇
の
可
能
性
が

高
く
な
る
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
遭
遇
し
た
場
合
は
、
背

中
を
見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ

り
し
な
が
ら
熊
か
ら

離
れ
て
く
だ
さ
い
。

熊
を
驚
か
せ
な
い
よ

う
、
大
声
を
出
し
た

り
、
走
っ
て
逃
げ
た

り
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
山
だ
け
で
な
く
人
里
近
く

で
も
熊
の
出
没
が
多
数
確
認
さ
れ
、
食

害
等
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
熊
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
人
里
に

近
づ
か
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
餌

と
な
る
未
収
穫
の
野
菜
や
果
物
等
は
、

残
さ
ず
に
回
収
し
適
切
に
処
理
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
生
ご
み
も
餌
に
な
り
ま

す
。
決
め
ら
れ
た
時
間
と
場
所
に
出
す

よ
う
に
し
、
畑
に
放
置
し
た
り
、
屋
外

に
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
近
く
の
交

番
・
駐
在
所
（
警
察
署
）、
本
所
農
政

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
詳
し

い
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
農
政
課
〉

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

今月の各種相談窓口開設日　９/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 20日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 29日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　９/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場

９．10○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　      〃 13：30 ～16：00 　　　　〃

20○火 ９：00 ～11：00 東北電力㈱鶴岡営業所
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（窓口受付時間）

〒 999‐7696
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
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《人口と世帯》（平成28年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,636人
　　 （男：62,285人、女：68,351人）
　世帯数：48,671世帯
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のため水温や水質など少しの変化にも敏感でいる
必要があり、気が休まりません」と川上さんは言
います。その分、苦労して育てた魚の色や体型を
見た漁業関係者などに「いい魚ですね」と言われ
ると、とてもやりがいを感じるそうです。
　育てた稚魚や稚貝には、識別のための目印が付
いていて、漁協等と協力しながら混獲率（漁獲さ
れた魚に占める放流魚の割合）を調査し、放流が漁
獲につながっていることを確認していると川上さ
ん。特に、トラフグは目に見えて成果が上がって
い て、 混 獲 率が20％を超えています。川上さん
は「強い魚を育て
ることで、私たち
も水産資源の保全
と水産業の振興に
貢献したい」と抱
負を語ってくれま
した。

　海の中の魚や貝は卵からふ化し稚魚や稚貝にな
るまでの間、多くの外敵から捕食されます。栽培
漁業とは、魚にとって最も危険なこの期間を人の
手で育て、 成長した稚魚を海や川に放流し、更に
大きくなったものを漁獲するもので、「つくる漁
業」とも言われます。公益財団法人山形県水産振
興協会が運営する、三瀬地区にある山形県栽培漁
業センターでは、栽培漁業の要となる「つくる」
過程を担い、ヒラメ、クロダイ、アユ、アワビ、
モクズガ二、トラフグ等年間約350万の稚魚や稚
貝を育て、放流を行う漁協等に供給しています。
 「漁獲等で減少した水産資源を補うために、海で
生き抜くことのできる、強い稚魚や稚貝を育てる
ことが私たちの仕事です」と話すのは業務部長の
川上浩之さん。同センターでは、海水をくみ上げ、
実際の海に近い生育環境を整えています。また、

稚魚や稚貝が、岩陰など
外敵に見付かりにくい場
所を探す習性や、外敵に
襲われても逃げることの
できる俊敏な泳ぎ等を身
に付けられるよう工夫し
ながら育てています。
 「生き物が相手のため毎
日が試行錯誤。魚種ごと
の生態に合わせた育て方
はもちろんのこと、稚魚

VOL. ５　「つくる漁業」で豊かな海に （山形県栽培漁業センター）　

   私たちに豊富な恵みを与えてくれる＂海＂。この連
載では、海を守り育て、未来に引き継ぐ活動や、海
を生かした地域活性化の取り組みを紹介します。今
年は山形県で全国豊かな海づくり大会が開催されま
す。この機会に海の大切さへ目を向けてみませんか。    

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～■海の■応援
■問合せ／本所農山漁村振興課☎25‐2111内線558

■団
【  隔月連載  】

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ヒラメの稚魚

アワビの稚貝

「海の応援団」は今回が最終回です。ご愛読ありがとうございます。

第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～　　　
大会キャラクター「もっけだのん」 

10日○土・11日○日 は、
いよいよ大会本番！
みんなで盛り上げよ
うのぉ！！


